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0. 報告日：2011年 8月 12日（金） 

1.参加期間と場所：2011年 7月 25日（月）～30日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム 

資
料
作
成
者 

（所属、学年） 

所
属
チ
ー
ム 

（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

建設工学専攻博士前期課程１年 

C2_JO3 

（構成員氏名、大学、学年） 

（氏名） Ryo Yamato、 九州大学、M1 
Kazuki Kai、 大分大学、M1 
Kazuya Iwata、大分大学、M1  岩田 和哉 

3.感想と今後の抱負 

今回の DESIGN WORKSHOP では貴重な体験をさせていただきました。韓国、中国の学生と

国際交流をすることによって自分の語学力、コミュニケーション能力のレベルの低さを身

をもって実感しました。また、海外の学生の建築に対する意識の高さ、知識、技術力など

全てにおいて学ぶことが多かったです 

今回は、グループ設計ということで九州大学の学生と一緒に作品を作りましたが、初対面

の人と作業をすることに対しての心配などもありましたが、終わってみれば私自身の力だ

けでは何もできなかったと実感しました。期間中は、学ぶことが多く自分の知識の乏しさ、

無力さに悩むことも多かったです。 

私自身、初の海外ということもありワークショップ参加前は不安要素が多々ありました。

しかし、現地で他の学生との交流によって、多少ではありますが、韓国、中国の文化など

も知ることができ、自分にとって新しい価値観や考えが生まれたと思います。それと同時

に、現在の自分の環境が恵まれたものであることや、海外から見た日本のことなどを知る

ことができ、改めて考えさせられることが多かったです。 

今後は、今回の経験を生かし、残りの学生生活を一日一日無駄にすることなく日々意識を

高くもって精進できるよう過ごしていきたいです。 

4. 提案作品 

タ
イ
ト
ル 

STEP ROAD 概
要 

私たちは階段の特性を①アクセス性②結合性③滞在性の３点

として挙げ、STEP ROADはこれらを活用した３Dネットワー

クを形成し、人々と空間を相互に繋ぐものとなる。また、こ

の提案ではスラブを積み重ねることによって空間を構成し、

その空間の機能、形態、規模は時間経過と共に変化していく。

将来的にスラブは、この町の新たな基盤を形成し既存建築物

と一体となり、サステイナブルな提案となるだろう。 
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5. 提案作品のパネル 

 

 


